
 ニューギングループ（愛知県名古屋市・代表取締役 新井悠司、以下 弊社）は、9月12日(水)～17日(月)
に、熊本市中央区内で行われる『熊本国際漫画祭』に協賛。そして、9月15日(土)･16日(日)に同イベント
のサテライト会場「花畑広場特設ステージ」にて、角田信朗さんと大西洋平さんによるライブステージを実
施いたしました。 

熊本のビッグイベント熊本国際漫画祭へニューギングループが協賛 

CR花の慶次シリーズの実機挿入歌でお馴染の2人が熱いライブを披露！ 
  

【角田信朗さん・大西洋平さんご出演】 

ニューギン特別ライブステージ イベントレポート 

2018年9月18日 

ニューギングループ 

 ■ 実施概要 

日程 ： 2018年9月15日（土）・9月16日（日） 

場所：花畑広場 サテライト会場（熊本市中央区花畑町7-10） 

イベント名： 第2回熊本国際漫画祭 花畑広場・特設ステージ 
日時：  2018年9月15日(土)・16日(日)  
場所：  花畑広場 サテライト会場（熊本市中央区花畑町7-10） 
出演：  角田信朗さん、大西洋平さん、ばってん城次さん 

 熊本国際漫画祭は、熊本県熊本市で開催される、マンガをテーマにしたイベントです。2017年4月に行わ
れた第1回では、世界中から800以上ものマンガ作品やイラストが集まり、約4000人が来場しました。そん
な世界的にも注目されていく同イベントへ、第2回となる今回、ニューギングループとしてイベントへの協
賛を実施しました。 

【 EVENT REPORT 】 

 ライブステージでは、2日間にわたって、角田信朗さんと大西洋平さんから、CR花の慶次シリーズでお馴
染の楽曲を披露。初めにステージに立った大西さんは『花よ、咲き誇れ！』『漢の喧嘩 美しく』を熱唱。
その後に登場した角田さんからは『傾奇者恋歌』『漢花』「よっしゃあ漢唄」などの人気楽曲を熱唱してい
ただきました。2人の熱い歌声に、会場の熱気も最高潮。2日間合計６ステージで延べ800人を超える方々
が、熱いステージに大興奮となっていました。また、地元の人気タレントであるばってん城次さんにも登場
いただき、ニューギンが取り組むCSR活動の紹介をしていただきました。このほかにも、ニューギン特設ブ
ースでは、最新機種「CR真・花の慶次2～漆黒の衝撃」の実機を設置（15日のみ）。多くの方々に最新機
種を楽しんでいただきました。また、CSR活動において熊本県の酒造会社でお馴染の瑞鷹株式会社様とのコ
ラボレーションを実施した「CR真・花の慶次2～漆黒の衝撃」オリジナルパッケージ仕様の純米酒「熊本城
（300ml）」や、等身大の前田慶次像を展示。パチンコファンのみならず、多くの来場者の皆様に楽しんで
いただきました。 



 ■ ライブステージでは、延べ800人を超える方々が大興奮！ 

 ■ ニューギン特設ブース 

2日間にわたるライブステージでは、角田信朗さん
と大西洋平さんから、CR花の慶次シリーズでお馴染
の楽曲を披露しました。 
【16日2回目ステージ ライブレポート】 
大西さんは「CR真・花の慶次」の挿入歌『花よ、咲
き誇れ！』や、『漢の喧嘩 美しく』を熱唱。会場が
熱気の渦に包まれると、CR花の慶次シリーズでお馴
染の『傾奇者恋歌』のメロディーが流れ、曲に合わ
せて角田さんがステージに登場。花慶ファンにはた
まらない人気曲『漢花』を熱唱したあとは、ラスト
を飾るにふさわしい人気曲『よっしゃあ漢唄』を披
露。会場に集まったファンの方々は、30度を超える
炎天下の中の熱いステージに大興奮となっていまし
た。また、地元の人気タレントであるばってん城次
さんにも登場いただき、ニューギンが取り組むCSR
活動や「瑞鷹」さんとのコラボレーションを紹介し
ていただきました。 

特設ブースでは、パチンコファンの方も、そうでない方も、多くの方々に弊社のCSR活動を知っていただく
ため、地元熊本県の酒造会社「瑞鷹」さんの人気商品でもある純米酒「熊本城（300ml）」と、弊社の最新
機種「CR真・花の慶次2～漆黒の衝撃」のコラボーレーション品を展示しました。熊本地震から2年が経ち
ますが、今も震災の傷は多くの場所、多くの方の心に残っています。少しでも地元熊本を元気づけようと取
り組んだCSR活動の紹介や、コラボレーション品を来場された多くの方にご覧いただき、とても関心を持っ
ていただきました。 
また、最新機種「CR真・花の慶次2~漆黒の衝撃」の実機を設置したところ、地元熊本の皆様以外にも、熊
本国際漫画祭にご来場された多くの方々にも最新機種を楽しんでいただきました。なかには、海外から熊本
へ観光に来た外国人の方もいらっしゃって、実機の演出にとても驚いていました(実機設置は15日のみ)。 


